




























正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 7年度）1／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（生物科学科・創造理学コース），農学部 

１ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①受容器（感覚器），②適刺激，③効果器（作動体），④盲斑 

 

問２（１）内耳の前庭の内部にある有毛細胞の上に平衡石（平衡砂，耳石）が

のっており，体が傾くと平衡石がずれ，感覚毛が刺激される。こう

して，体の傾きを感じとることができる。 

（２）宇宙空間では微小重力（無重力）状態のため，体が傾いても平衡石

が動かず，感覚毛が刺激されないため。 

（３）内耳の半規管の内部には感覚毛をもった感覚細胞があり，体が回

転すると，回転する力がリンパ液を介して伝わり，感覚毛が倒れて，

回転運動の方向および速さを感じとる。 

（４）半規管が 1 つしかない場合は 1 方向の回転しか感知できないが，3

つが互いに直交する面に配置することで，水平回転，前後回転，側

転を感知することができる。 

 

問３（１）虹彩にある筋肉により瞳孔を大きくすることによって光の量を増大

させる。 

（２）毛様筋を収縮させ，チン小帯を緩めることによって，水晶体を厚く

して焦点を近くのものに合わせる。 

 

問４ ３種類の錐体細胞で生じた電気信号が，視神経によって大脳に伝えら

れ，情報を処理することによって，色を認識している。 

 

問５（１）暗い場所ではオプシンとレチナールが結合し，かん体細胞のロドプ

シンが蓄積されることによって感度が高くなり，弱い光でも受容で

きるようになる。 

（２）（ⅰ）イ 

（ⅱ）明所から暗所に入ると，まず錐体細胞が順応し，その後，か

ん体細胞が順応する。しかし，黄斑の中心部にはかん体細胞

が存在しない。その結果，黄斑の中心部にのみ光を当てた場

合，かん体細胞の順応が生じないため。 



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 7年度）2／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（生物科学科・創造理学コース），農学部 

２ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ① 触媒，② 基質特異，③酵素-基質複合体，④活性化， 

⑤フィードバック 

 

問２（１）ラクトースをグルコースとガラクトースに変換して，供給する。 

（２）基質のラクトースがあると，ラクトースの代謝産物がリプレッサ

ーに結合する。すると，リプレッサーの構造が変化してオペレー

ターに結合できなくなり，発現抑制が解除される。その結果，RNA

ポリメラーゼがプロモーターに結合して，転写が始まる。 

 

問３（１）基質と結合した酵素の分子数が増加するため。 

（２）酵素の基質結合部位のほぼ全てが基質で満たされているため。 

 

問４（１）阻害物質 X は，基質濃度が上昇しても活性が変化しない部分があ

ったことから，非競争的阻害物質と考えられる。阻害物質 Y は，

基質濃度が上昇すると阻害されなくなったことから，競争的阻害

物質と考えられる。 

（２）非競争的阻害物質。非競争的阻害物質は酵素の活性部位とは異な

る場所に結合し，基質濃度にかかわらず酵素の機能を抑制する。

これにより，基質濃度が高くても酵素活性は低下するため。 

 

問５（１）反応を促進する物質。高濃度の ATP で低下した活性が AMP によっ

て上昇しているから。 

（２）活性部位と調節部位の両方。ATP は酵素 C の基質であり，また高

濃度で活性を低下させる調節物質であるから。 

（３）多細胞生物の中の細胞の内，細胞内の ATP 濃度が高い，エネルギ

ーが豊富な細胞ではグルコースの消費が抑えられるため，細胞内

の ATP 濃度の低い，エネルギーをより必要とする細胞で多くのグ

ルコースを使うことができるようになる。 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 7年度）3／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（生物科学科・創造理学コース），農学部 

３ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①休眠 ②アブシシン酸 ③酸素 ④胚 ⑤胚乳 

 

問２（１）C6H12O6 → 2C2H5OH＋2CO2＋(2ATP) 

（２）（ア）解糖系  

（イ）クエン酸回路  

（ウ）電子伝達系 

（エ）C6H12O6＋2NAD+ → 2C3H4O3＋2NADH＋2H+ 

（オ）2C3H4O3＋6H2O＋8NAD+＋2FAD → 6CO2＋8NADH＋8H++2FADH2 

（カ）10NADH＋10H++2FADH2+6O2 → 12H2O＋10NAD+＋2FAD 

 

問３（１）α-アミラーゼとグルコアミラーゼの活性が高まることにより，デ

ンプンの分解速度が上がり，糖化にかかる時間を短縮できる。 

（２）麦芽はα-アミラーゼ活性が高いが，グルコアミラーゼ活性は低く，

β-アミラーゼ活性も有している。米芽はグルコアミラーゼ活性が高

いが，α-アミラーゼ活性は低く，β-アミラーゼ活性はほとんどな

い。麦芽が産出するのは主にマルトースであり，米芽が産出するの

は主にグルコースであるが，マルトースもある。 

（３）グルコアミラーゼ活性を見ると，麦芽が 35 U/g に対し，米芽は 410 

U/g と大きな差異がある。一方で糖含量の欄のグルコース含量を見

ると麦芽が 0.2 g/100 g に対し，米芽は 5.5 g/100 g である。この

ことから，グルコアミラーゼは主にデンプンをグルコースに分解す

る役割を担う酵素であると考えられる。 

（４）麦芽から得られる糖を基質として用いる，ビールの製造に用いる

酵母は，マルトースを基質に用いる特徴があるものと考えられる。

つまり，グルコース主体の糖液の中では，ビールの製造に用いる酵

母は効率的にアルコールを産出することができないから。 

 



正解・解答例 

 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和 7年度）4／4 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（生物科学科・創造理学コース），農学部 

４ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１（ⅰ）２，（ⅱ）ウラシル（U） 

（ⅰ）５，（ⅱ）ｔＲＮＡ 

 

問２ ① 制限酵素，② ＤＮＡリガーゼ，③ ＰＣＲ 

 

問３（１）①（ⅰ）a 

（ⅱ）オートファゴソームがつくられないため，細胞質基質の

ＧＦＰ融合タンパク質 X は液胞内に運ばれず，ＧＦＰの

蛍光は細胞質基質にのみ観察される。 

②（ⅰ）b 

（ⅱ）液胞内のオートファジックボディーの膜が分解されない

ため，その中のＧＦＰ融合タンパク質 X からのＧＦＰの

蛍光を発するオートファジックボディーが観察される。 

（２）①（ⅰ）ウ 

（ⅱ）オートファゴソームがつくられないため，ＧＦＰ融合タ

ンパク質 X は液胞内で分解されない。 

②（ⅰ）ウ 

（ⅱ）オートファジックボディーの膜が分解されないため， 

ＧＦＰ融合タンパク質 X は液胞内で分解されない。 

（３）（ⅰ）a 

（ⅱ）オートファジックボディーの形成に先立つオートファゴソー

ムがつくられないため，細胞質基質のＧＦＰ融合タンパク質

X は液胞内に運ばれず，ＧＦＰの蛍光は細胞質基質にのみ観

察される。 

 

 



                                  （様式 8） 

採点・評価基準（具体的基準） 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和7年度） 問題番号 RD 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（生物科学科・創造理学コース），農学部 

出題のねらい １ 動物の刺激の受容と反応に関する基礎知識および理解を問う。 

２ 酵素反応の反応機構と調節機構に関する基礎知識および理解を問う。 

３ 種子の発芽と代謝に関する基礎知識，並びに発芽種子に関する実験結果の理解

と論理的思考力を問う。 

４ 遺伝子に関する基礎知識，並びにオートファジーに関する実験結果の理解と論

理的思考力を問う。 

採点基準 

 

（点数は200満

点の場合） 

 
１ 配点 25％（50 点） 

問１ 2 点×4＝8 点 
問２（１） 5 点 

（２） 4 点 
（３） 5 点 
（４） 4 点 

問３（１） 4 点 
（２） 5 点 

問４ 4 点 
問５（１） 5 点 

（２）（ⅰ） 1 点 
（ⅱ） 5 点 

 

２ 配点 25％（50 点） 
問１ 2点×5＝ 10点 

問２（１）  4点 

（２）  5点 

問３（１）  3点 

（２）  3点 

問４（１）  6点 

（２）  4点 

問５（１）  4点 

（２）  5点 

（３）  6点 

 

３ 配点 25％（50 点） 
問１ 2 点×5＝10 点 
問２（１） 4 点 

（２） 3 点×6＝18 点 
問３（１） 4 点 
  （２） 4 点 

（３） 5 点 
（４） 5 点 



                                  （様式 8） 

 

４ 配点 25％（50 点） 
問１（ⅰ） 2 点 

（ⅱ） 2 点 
（ⅰ） 2 点 
（ⅱ） 2 点 

問２ 2 点×3＝6 点 
問３（１）①（ⅰ） 3 点 

（ⅱ） 4 点 
②（ⅰ） 3 点 
（ⅱ） 4 点 

（２）①（ⅰ） 3 点 
（ⅱ） 4 点 

②（ⅰ） 3 点 
（ⅱ） 4 点 

（３）（ⅰ） 3 点 
（ⅱ） 5 点 

 

 


